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ターデグッビと題課会社載連

　家計のため、環境のため、電気の無駄
使いを減らそうという意向を持つ人や、
そのような声がけは多い。東日本大震災
直後、特にこのような意識が著しく高ま
ったが、それ以前より、節電・省エネ地
球温暖化防止などを目的とした先進国共
通の課題であった。東京電力のイメージ
キャラクターである「でんこちゃん」

（2012年契約解除）が電気の大切さを訴
えていたことは記憶に新しい。
　今日、そのような意向を支えるための
情報・通信技術の活用サービスは増大し
ている。送電ネットワーク全体において、
需要の増大に合わせた供給調整を行う

「デマンドレスポンス」といった取り組
みなどもあるが、本稿では個人や世帯と
いった単位での取り組みの事例を紹介す
る。

　節電を目的に、宅内のエネルギ利用状
況を可視化するためのツールやサービス
が増えている。節約しようとする前に、
まずどの程度の利用を行っているのかを
知る必要があるからだ。
　国内においても NTT 東日本が提供す
るフレッツ・ミルエネなど、世帯におけ
る電力利用状況を可視化するためのサー

ビスはさまざまな事業者が提供している。
　海外事例として、米国エネルギ省は
2012年3月より Apps for Energy と呼
ばれる賞金総額10万ドルのコンテスト
を開催した。これは、ネットワークに接
続された電力メーターから得られるデー
タを活用し、節電を支援するためのアプ
リケーションを募ったものだ。この背景
には、オバマ政権のグリーンボタンイニ
シアティブにおいて、主要電力会社が国
内3,100万世帯以上に電力使用データの
提供を目指していることがある。
　応募されたアプリケーションには電力
利用状態の可視化を実現するためのもの
が多い。たとえば、最優秀に選ばれた
Leafully は、環境保護の観点から節電
を促す。具体的には、利用している電力
量に応じた環境負荷がどの程度のもので
あるのかを樹木の本数に置き換えて表現
したり、節電を行った場合、樹木に換算
してどの程度の環境負荷軽減につながる
のかを示すものだ。
　また、近年の目標達成型アプリケーシ
ョ ン に 共 通 し て 見 ら れ る よ う に、
Leafully においても「ソーシャルネッ
トワーク上で省エネ目標の達成をユーザ
に宣言させ、目標達成に至る過程を公開
する」という機能を具備している。

　空調系に特化した節電を促す仕組みと
して、nestは興味深い製品だ。これは「自
動で適切な空調設定を学習する、統合的
な空調リモコン」と位置付けられる。も
ともと Apple で iPod を担当していたト
ニー・ファデル氏が新規に立ち上げたベ
ンチャ企業によるプロダクトである。
　たとえば、nest 利用から最初の数日
間、起床時、帰宅時、夜間など、都度「自
分が快適だと思う温度」を設定しておく
と、ユーザの生活パターンを学習し、温
度センサ・人感センサなどと連動して室
内を適切な温度に保ってくれる。
　快適さを保ちつつも節電を実現するた
め、「冷暖房を利用せず、送風だけで良
いのではないか」とか、「朝一番は低め
の温度設定をすることをユーザは好むが、
すぐに弱めて大丈夫」といった気遣いを
しながら空調を最適化する。ユーザがそ
の設定を気にくわない場合は、温度の上
げ下げを簡単にコントロールできるし、
その指示について学習をして、次回以降
の自動調整に活かされる。
　またユーザが温度設定をする際に、節
電に貢献する温度設定をすると、かわい
らしい葉っぱのアイコンで評価し緩やか
な動機付けを行っている。
　当然ながら、かわいいアイコンだけで
は節電のための動機付けにならないユー
ザも多い。そのため、nest は米国内の
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エネルギ事業者と連携して節電・省エネ
を進めている。
　象徴的な事例としては、一定の条件を
満たした契約者に対しては、電力会社が
無料で nest の配布を行っている。
　さらに nest が設置された上で節電を
促すために金銭提供による動機付けも行
っている。猛暑日にユーザが一斉に冷房
を利用すると、需要が急増し、設備の増
強が避けられない。そのような追加投資
を避けるために行われているのが“Rush 
Hour Rewards”だ。
　このプログラムは、まさに電気利用の
ラッシュアワーを避けることを目的とし
ている。電力会社はある時間帯における
電力利用量の急増を予想すると、同意し
たユーザの nest を遠隔で制御し、ラッ
シュアワーになる前に部屋をある程度冷
やす。その上で、ラッシュアワーの最中
は空調を弱めて電力利用量を平準化する
という取り組みをしている。これは、強
制的なプログラムではなく、ラッシュア
ワー中も任意で温度設定を解除すること
ができる。空調を弱めることに協力した
ユーザは、貢献度に応じて 1 シーズン
あたり 20 ドルから 60 ドルの報奨金が
与えられるという。
　nest は空調に関する設定の条件付け
を単一の機器が自動的に行う仕組みであ
った。より広範な機器・サービスに関す
る条件付けを可能とするサービスが
IFTTT だ。IFTTT は“If This Then 
That”の略称であり「もしこの条件を
満たしたら、あれをやれ！」という条件
付けを目的としている。消費者が利用す
るデジタルガジェットや、オンラインサ
ービスのさまざまな挙動に「条件付け」
を行い、互いのサービスを関連付け、生
活を便利なものにする。
　背景には、ウェブサービスを中心に、
多くのサービスがデータ連携に対して積
極的になっていることがある。データを
自社による利用のみに限定するのではな
く、積極的に他社のサービスと連携し、
ユーザにとっての利便性を高め、結果と

して利用の総量を増やそうという取り組
みが主流となっているためだ。IFTTT
においても、Gmail、Dropbox、Facebook
など 40 を超えるサービスと連携するこ
とが可能だ。
　たとえば、Gmail と Dropbox を連携
させて「Gmail に添付ファイル付きのメ
ールが届いたら、そのファイルを
Dropbox 内の所定のフォルダに格納す
る」といった条件付けを行う。
　スポーツが好きな人であれば、ESPN

（ディズニーグループのスポーツ専用放
送局）が公開しているデータを用いるの
が良い。仕事中のため、ひいきのチーム
の試合が見られないとき、逆転など試合
に動きがあったときだけ電子メールで連
絡をする、といった仕組みだ。
　この IFTTT を節電に活かすのなら
ば、WeMo Switch と関連付けるのが良
い。WeMo Switch は無線 LAN 経由で
電源のオン・オフを制御できる高度な電
源タップと、それをコントロールするソ
フトウェアだ。
　WeMo Switch のソフトウェアの挙動
につなげるような条件付けとして、「地
域の気象情報から、照度が十分と予想さ
れるときには電気を消す」「朝、体重計
に載ったタイミングでのみ電気ポットの
電源を入れ、あとは切る」といった条件
付けがある。電源の切り忘れによる電力
の無駄使いを減らすことにつながる。
　IFTTT では、このような「条件付け」
のためのルールを「レシピ」と呼ぶ。ユ
ーザによって作られたレシピは公開・共
有することが可能であり、現在約3,300
のレシピが公開されている。

　IFTTT の取り組みをさらに発展させ
るためのヒントとして、smartypig の事
例を紹介したい。
　これは、米国アラバマ州を拠点とする
コンパス銀行が開始したサービスであり、

「お金の使い先をゴールに設定し、それ
に向けて貯金をする」というサービスを

提供している。これまで銀行が把握しに
くかった「金の使い先」が明示されるた
め、銀行から他社への送客と、それに対
する手数料の獲得、そして預金者に対す
る魅力的な還元、口座開設者の増大とい
った循環が想定される。
　たとえば、「省エネテレビ購入貯金」
をする人に対しては、金利を優遇する代
わりに、特定の家電量販店への送客とい
ったモデルが考えられる。
　前で紹介した nest や IFTTT のよう
なサービスと、smartypig のようなサー
ビスを関連付けることによって、「もう
少し強い動機付けがないと電気の節約を
しようとしない消費者」の背中を押すこ
とができるのではないだろうか。

　サービス間でのデータ連携は API（ア
プリケーションプログラムインタフェー
ス）を介して行われる。これは、それぞ
れのサービスが提供する機能やデータを
利用するためのルールを意味する。
　日々の暮らしの中で、私たちは非常に
多くのサービスを利用している。インタ
ーネット上のサービスもあれば、実店舗
を伴うようなサービス、電力のように家
で受けることができるサービスもある。
　それぞれのサービスを適切に関連付け、
自分にとっても社会にとってもより良い
サービスとするためには、「サービスと
サービスとの接点」である API の提供
の仕方や、使い方がますます重要になっ
ていくと考えられる。
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4日々の節電に「ごほうび」を


